
瑞
宝
双
光
章

おおずニュース

「大洲芸術の森建設促進会」から
寄付をいただきました

春の叙勲

県
内
初
！
は
だ
か
麦
粉
パ
ン
が

学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
産
は
だ
か
麦
粉
１
０
０
％
で
作

ら
れ
た
﹁
は
だ
か
麦
粉
パ
ン
﹂
が
６
月

11
日
㈫
、
愛
媛
県
で
初
め
て
河
辺
地
域

を
除
く
大
洲
市
内
の
学
校
給
食
に
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
だ
か
麦
は
大
麦
の
一
種
で
、
脱
穀

す
る
と
簡
単
に
表
皮
が
は
が
れ
や
す
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
は
だ
か
麦
の
生
産
量
日
本
一
は

愛
媛
県
で
あ
り
、
全
国
の
収
穫
量
の
お

よ
そ
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

は
だ
か
麦
は
玄
米
に
比
べ
糖
質
、
カ
ル

シ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、
食
物
繊
維
に
つ

い
て
は
白
米
の
10
倍
以
上
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

は
だ
か
麦
は
栄
養
面
で
魅
力
的
な
食

材
で
す
が
、
パ
ン
に
す
る
と
生
地
が
固

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
産
業
技
術

研
究
所
に
よ
る
製
造
技
術
の
開
発
に
よ

り
、
柔
ら
か
い
パ
ン
を
作
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
市
内
︵
一
部
内
子
町
︶
の
製

パ
ン
業
者
が
約
４
２
０
０
人
分
を
用
意

し
、
各
小
中
学
校
と
幼
稚
園
の
給
食
に

提
供
し
ま
し
た
。
配
食
さ
れ
た
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
は
﹁
も
ち
も
ち
し
て
お

い
し
い
﹂﹁
香
ば
し
い
匂
い
が
す
る
﹂

な
ど
と
好
評
で
、
み
ん
な
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　大洲芸術の森建設促進会様より、大洲市の芸術
環境整備のための資金として、7,840,819円を寄
付していただきました。
　この寄付金は、同会が平成 2年から26回にわた
り開催してきた、「おおず音楽祭」での募金活動
などにより積み立てられたものです。
　いただいた寄付金は、大洲市の芸術環境整備のた
めに有効活用させていただきます。

　関さんは、長年にわたり学校保健業
務にご尽力されたご功績により、この
たび、瑞宝双光章を受章されました。

関　　　久
ひさ

　香
か

　さん
（平野町平地）
学校歯科医
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まちのわだい

自然を満喫
～川上地区幼稚園合同保育・川遊び～

楽しめばそれでオッケー
～第₃₄回肱川クロッケー大会～

ホタル観賞と音楽の夕べ
～河辺ふるさとの宿ホタル祭り～

　肱川町内の幼稚園（中野・正山・大谷・予子林）と
河辺幼稚園による合同保育が、鹿野川河原で実施され
ました。
　当日は、21人の園児全員が元気よく自己紹介を行
い、今回の川遊びで楽しみにしていることを発表しま
した。その後は、オタマジャクシなどの川の生き物を
捕まえたり、水をかけ合ったりと、子どもたちは元気
いっぱいにはしゃいでいました。

　毎年恒例の「肱川クロッケー大会」が、高砂運動場
で開催されました。
　この大会は、クロッケーを通じてお互いの親睦を図
り、健康づくりと軽スポーツの普及を図るために行わ
れています。今年は、昨年より 3チーム多い15チーム
（45人）が参加しました。
　梅雨に入り天候が心配されていましたが、当日は晴
天に恵まれ、参加したみなさんは元気よくプレーを楽
しんでいました。

　自然豊かな河辺の夏の風物詩、ホタル祭りが開催さ
れました。
　当日はギターやハーモニカなどの演奏からスター
トし、その後、ホタルの生態や観賞のポイントについ
て講習会が行われました。辺りが薄暗くなった頃、沿
道の竹灯りに先導され、観賞場所に着いた参加者は、
時間を追うごとに増えていくホタルの美しい幻想的
な光を、心行くまで楽しんでいました。

₆ 月 ₈ 日㈯

₆月₁₁日㈫

₆月₁₂日㈬

風にも負けず、泥にも負けず
～第₁₉回どろんこミニバレー大会～

　第19回どろんこミニバレー大会が、白滝公民館柴分
館前の水田で開催されました。
　当日は快晴であったものの風が強く、ボールは右へ
左へと流されていました。また、選手たちは水田の泥
に足をとられ思うようなプレーができず、悪戦苦闘し
ていました。
　どの試合も珍プレーや好プレーで盛り上がり、選手
たちは泥だらけになりながらも、必死にボールを追い
かけていました。

₆ 月₁₆日㈰

広報大洲 ８月号7



文化財

上須戒のモッコク
大洲市指定天然記念物
個人所有

　上須戒ふれあい広場（旧
大洲少年自然の家）の一角
で、スギやヤブツバキ、ア
カメガシワなどが混生する場所にある本樹は、根
回り4.4ｍ、高さ約16ｍ、樹齢約250年と推定されて
います。
　通常モッコクの幹は、一本立ちの樹木ですが、
本樹は根元より約2.5ｍの高さのところで 7 つの幹
に分かれています。これは、一度切られた根株か
ら株立ちしたと考えられています。
　広場の片隅に残された小さな茂みは、鎮

ちん

守
じゅ

の森
として地元で大切に守り継がれています。

　（昭和63年12月21日指定）

シリーズ

野　鳥

オオアカゲラ（大赤啄木鳥）
キツツキ目キツツキ科
大きさ28㎝

　出
しゅっせきじ

石寺などの標高の少し高い所に生息する、黒、白、
赤色をしたヒヨドリくらいの大型のキツツキの仲間で
す。個体数は少ないのですが、平地にも暮らすアオ
ゲラとうまく住み分けをしています。「キョッ、キョッ」
と鳴いて「カラララララ………」と木を突き、音を出
しますが、アオゲラより低音に聞こえます。
　キツツキはいつも止まって、木を突いているように
思われがちですが、普段は地面に降りて、倒木のア
リなどを食べています。同じ餌を食べる仲間がいても、
うまく競合しないように違いを持たせたりして、子孫
を残していく姿を見ていると、自然界ほど奥が深く、
我々人類の大先輩のような気がしてなりません。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業
　

弊
店
は
昭
和
45
年
に
創
業
し
、
現
在

は
５
人
の
従
業
員
で
主
に
志
ぐ
れ
の
製

造
を
行
い
、
市
内
外
の
８
施
設
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

弊
店
で
は
従
来
、
販
売
す
る
志
ぐ
れ

は
１
種
類
だ
け
で
し
た
が
、
よ
り
多
く

の
お
客
様
に
提
供
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
今
で
は
合
計
８
種
類
の
志
ぐ
れ
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
幅

広
い
年
齢
層
の
お
客
様
に
好
評
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
年
々
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

新
商
品
を
開
発
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
も
ち
麦
や
柚
子
、
梅
、
よ
も
ぎ
な

ど
の
原
材
料
に
大
洲
産
を
使
用
し
、
地

産
地
消
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
大
洲

産
の
原
材
料
に
は
良
質
な
も
の
が
多
い

の
で
、
商
品
を
通
し
て
も
っ
と
大
洲
産

の
良
さ
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

製
造
工
程
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

山
　
栄
　
堂
～
真
心
を
込
め
て
良
い
も
の
を
提
供
す
る
～

▽
所
在
地　

常
磐
町
１
２
８
・
１

▽
電　

話　

㉔
５
３
２
２

手
作
業
で
行
う
た
め
大
量
生
産
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
機
械
で
作
ら
れ
る

も
の
と
比
べ
る
と
、
そ
の
出
来
栄
え
に

は
っ
き
り
と
差
が
出
ま
す
。
手
間
暇
は

か
か
り
ま
す
が
、
真
心
を
込
め
て
作
っ

た
も
の
に
は
、
お
客
様
に
必
ず
何
か
伝

わ
る
モ
ノ
が
あ
り
ま
す
。

　

販
売
競
争
が
激
化
す
る
中
、
商
品
の

周
知
方
法
も
一
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
﹁
大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
﹂
で
は
、
弊
店
の
商
品
を
広

く
紹
介
で
き
る
い
い
機
会
と
な
り
、
次

に
つ
な
が
る
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
真
心
の
込
も
っ
た
良
質
な

商
品
を
お
客
様
に
提
供
し
、
弊
店
に
し

か
出
せ
な
い
味
を
、
次
の
代
へ
引
き
継

げ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
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大
洲
の
食
育

　

河
辺
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
食

の
自
己
管
理
能
力
を
高
め
る
た
め

に
、
３
年
生
が
保
護
者
と
協
力
し

て
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
学
級
活
動
で
、
献
立
の
立

て
方
や
食
材
の
選
び
方
に
つ
い
て

学
習
を
行
い
、
そ
の
後
、
主
食
・

主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
栄

養
計
算
さ
れ
た
も
の
を
本
人
に
返

却
し
、
自
分
の
考
え
た
献
立
内
容

を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
な
栄
養

素
が
満
た
さ
れ
る
献
立
に
な
る
よ

う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
給
食
当
日
に
は
保

護
者
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
一
緒

に
給
食
を
食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
献
立
の
工
夫
点
な
ど
に
つ

い
て
、
一
組
ず
つ
発
表
し
て
も
ら

い
ま
す
。

～
親
子
で
考
え
よ
う
！

リ
ク
エ
ス
ト
献
立
～

★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

ともに考え、ともに実践する　～第18回男女共同参画社会づくり推進県民大会～

　男女がお互いに人権を尊重し、個性と能力を発揮
できる男女共同参画社会の実現を目指すことを目的
に、第18回男女共同参画社会づくり推進県民大会が
6 月18日㈫、松山市のひめぎんホールで開催されま
した。
　当日は、志村なるみ氏（ABC Cooking Studio創
立者）を講師に招き「ビジネスを育てる女性の力

パワー
－

夢・起業・経営－」を演題として、基調講演が行わ
れました。女性の視点を生かした経営方法などにつ
いてお話しいただき、参加したみなさんは真剣に耳
を傾けていました。
　その後、「女性の活躍は地域経済活性化の切り札
－ “起業” と “企業” を考える－」と題したパネル
トークが行われ、男女共同参画における現在の問題
点・改善点について、それぞれ討論がなされました。
　大洲市からは、大洲市女性団体連絡協議会と第11

期おおず女性塾合わせて16人が参加し、それぞれ熱
心にメモを取っていました。
　第11期おおず女性塾では、今年度から 2 年間の活
動がスタートします。随時入塾を受け付けています
ので、ぜひご参加ください。

【
左
か
ら
】

キ
ム
チ
ご
は
ん
・
鶏
空
揚
げ
・

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・
わ
か
め
ス
ー
プ　

　

生
徒
や
保
護
者
た
ち
か
ら
は
、

﹁
実
際
に
献
立
を
考
え
る
過
程
で
、

食
材
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
塩

分
量
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
﹂﹁
食

物
繊
維
が
不
足
し
て
し
ま
う
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
も
気
を
つ
け
て
い
こ

う
と
い
う
意
識
が
も
て
た
﹂
な
ど

の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
こ
の
活
動
を

通
し
て
、
家
庭
で
の
食
事
内
容
を

見
直
す
機
会
を
増
や
せ
る
よ
う
に

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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